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研究成果の概要： 
3 年間の調査研究は、デザイン・運営の面で様々な修正を何度も繰り返しながら進められたが、
最終的に、19 年度の末に実施された「コミュニケーション･スキルを学ぶためのワークショッ
プ」、そして 20 年度に実施されたオンライン支援とオフライン支援（台湾での教育実習）が、
教師教育者研修に大きく貢献する可能性がある、という知見が得られる結果となった。このこ
とは、オンラインによる教師教育者研修のあるべき姿の探求での、大きなワン･ステップである
と考えられる。 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
２００６年度 1,200,000 0 1,200,000 
２００７年度 1,000,000 300,000 1,300,000 
２００８年度 1,200,000 360,000 1,560,000 

年度    
  年度    
総 計 3,400,000 660,000 4,060,000 

 
 
研究分野：人文学 
科研費の分科・細目：言語学・日本語教育 
キーワード：オンライン、研修、教師教育者、教育実習、メンタリング、教師の成長、コミュ

ニケーション能力 
 
１．研究開始当初の背景 
（1）現職日本語教師（国内 24,353 人、海外
27,611 人）はこれまで、東京や大阪などの大
都市に在住する者を除いて、研修を受ける機
会に恵まれてこなかった。現職者対象の研修
の多くが大都市を中心として開催されること
が、その大きな理由である。開催された場合
でも、単発・散発的なものは別として数ヶ月
にわたる、定期的な研修コースはなかなか実
現できなかった。しかしながら、最近のＩＴ
インフラ整備の爆発的な進展によって、国
内・海外の都市から離れた地域においても日

本語教師がコンピュータを持ち、インターネ
ットにアクセスできる環境が整ってきた。
2002 年より始まった、日本語教育学会による
「オンライン現職教師研修プログラム」はそ
の先駆けであり、その試みは多くの教育的示
唆を残してきた。 
 
（2）本研究の代表者は、コーディネーター
として同プログラムのデザイン・運営に関わ
ってきた自身の体験を踏まえ、教師教育を考
える上で「急務の課題（横溝・當作 2003）」
とされている教師教育者教育に関して、研究
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を継続してきた（平成 16 年～17 年度科学研
究費補助金[萌芽研究]「オンラインによる日
本語教師教育者研修に関する総合的研究」
[課題番号 16652038]）。同研究では、オンラ
インを通じての、教師育成のノウハウの獲得、
特にメンタリング技術向上をめざし、日本国
内の 3名の研究協力者の教師教育者としての
変容を調査した。結果、研究協力者に「教師
教育者の役割の再考」「教師教育者としての
自分自身の見つめ直し」「教師教育者として
のあるべき姿のイメージと、その実現に近づ
くための方略の認識」などの変容が認められ
た。このような形で、同研究は、当初の目的
をかなりの程度達成したと考えられるので
あるが、3 名を対象にした小規模な事例研究
にとどまっているのも事実であり、「教師教
育の場でどのような E-learning が実現可能
なのか」という大きな研究課題を明らかにす
るためには、更なる研究が必要だという結論
に至った。 
 
２．研究の目的 
（1）これらの背景の下、本研究は、「オンラ
インによる日本語教師教育者研修に関する
総合的研究」のデザイン・運営方法を教育環
境が異なっている者に適用し、各自の変容を
調査することを目的とした。新たな研究協力
者は、海外日本語教育実習担当者 2名であっ
た。海外実習という形で、学部生・大学院生
を海外の教育機関に送り出す国内の大学・大
学院が、現在、増加しつつある。それに伴い、
教育経験のあまりない現地の日本語教師が
その担当者となるケースも増えてきている。
オンラインによる支援を通して、2 名の研究
協力者が教育実習という現場でどのように
変容していくのか、そしてその変容と「オン
ラインによる日本語教師教育者研修に関す
る総合的研究」での研究協力者の変容との共
通点・相違点は何かを明らかにしていくこと
をめざし、本研究は始められた。 
 
３．研究の方法 
（1）本研究での海外実習担当者 2 名に対す
る支援は、研究代表者に加えて、（前回の科
研メンバーである）オンライン研修体験者 3
名からも与えられる形式を採用した。オンラ
イン支援のために、2 つのメーリング・リス
トを開設した。一つは、研究代表者がオンラ
イン研修体験者の支援を行うためのもので、
教師教育者（teacher’s teacher）の頭文字
を取って「TT メーリング･リスト」と名づけ
られた。もう一つは、研究代表者とオンライ
ン研修体験者が一緒になって海外実習体験
者の支援を行うためのもので、世界の教師
（world’ｓ teacher）の頭文字を取って
「WT メーリング･リスト」と名づけられた。 
 

（2）3 年間の研究は、以下のような形で進め
られた。 
 
[平成 18（2006）年度] 
 
4月下旬 新たな研究協力者（すなわち海外実

習担当者2名）の決定 
5月下旬 研究代表者とオンライン研修体験者

3名が、「オンラインによる日本語教師教
育者研修：メンタリングの可能性の探究」
を、日本語教育学会春季大会（東京外国
語大学）でパネル・セッションとして発
表 

6月上旬 オンライン研修体験者3名が、各自の
アクション・リサーチを、日本語教育学
会研究集会（鹿児島大学）でポスター発
表として発表。研究代表者と海外実習担
当者2名も同地に集合し、全員参加の第1
回ミーティングを開催 

7 月中旬～下旬 参加者全員が、以下の質問に
対する回答を ML に送り共有する。（ラポ
ール形成のため） 

「あなたの好きな季節は？その理由は？」 
「あなたの好きな色は？その理由は？」 
「あなたの好きな花は？その色は？その
理由は？」 

「自然の中であなたの好きな場所は（例：
海、山、川、湖等）？その理由は？」 

「あなたの趣味または好きなことは？そ
の理由は？」 

8 月上旬～8 月中旬 自己紹介＋作文の共有
（ラポール形成のため）  

（1）「今、どのように日本語教育・日本語教
師教育にかかわっているか」 
「どんなことが気になっているか（特に
『教師教育』に関連して）」 

「どんなふうにこの研修を活用したい
と思っているか」 

  について、参加者全員が自己紹介。 
（2）他の人の自己紹介と作文を読んで、コ

メントを交換する。 
8 月中旬～8月下旬 参加者全員が各自、「自

分が担当しているクラス」の紹介をす
る（シラバスなどを添付で送り、意見・
情報交換）。 

9 月上旬～9月中旬 「私の日本語教育哲学」
を参加者全員が、各自 ML に配信する。 

9月中旬～10月 オンライン研修体験者 2名
がそれぞれ、海外実習担当者 2 名の在
住地（大韓民国、トルコ）に赴き、イ
ンタビュー調査を実施。日本語教師教
育に関してそれぞれが抱えている問題
点の明確化 

10月～2月 メーリング・リストによる支援の
実施 

テーマを設定し、メーリング・リスト上で
の意見・情報交換を実施。テーマは以下の



 

 

通りであった。 
a. 教師教育のあるべき姿 
b. メンタリング 
c. 教師の実践能力 
d. 教育実習 

3月 海外実習担当者2名が、それぞれの現場
で、教育実習生の指導に従事する。研究
代表者とオンライン研修体験者3名は、
メーリング・リスト上の意見・情報交換
による支援を提供 

 
[平成 19（2007）年度] 
 
4月上旬～下旬 18年度の日本語教育実習の

振り返り。 
5 月上旬～9 月中旬 参加者全員が、各自の

実践の場で、「メンターとしてのあるべ
き姿」を理論面・実践面から探究し、ML
に送り共有する。ML 上のディスカッショ
ンを活性化するために、研究代表者は
「メンター日記（代表者がメンターとし
ての自身の奮闘努力を日記形式で記し
たもの）」を定期的に配信する。 

9月中旬～9月下旬 海外実習担当者 2名の帰
国が決定。それに伴う研修デザインの修
正。 

10 月上旬～1 月下旬 それまでの学び・気づ
きを以下の形でまとめ、レポートとして
提出。 

海外実習担当者：どんな援助がほしかった
か、どんな援助が役に立ったか／立た
なかったか、等 

オンライン研修体験者：どんな援助がほし
いだろうと思っていたか、どんな援助
を行ったか／行わなかったか、それは
なぜか、等 

2 月上旬 研究代表者とオンライン研修体験
者 3名の意見・情報交換 

2 月下旬 海外実習担当者 2名対象の、インタ
ビュー調査及びコミュニケーション能
力を向上させるワークショップの実施 

3 月 研究代表者が、上掲のインタビュー・レ
ポート等で得られたデータを総合的に
分析する 

 
[平成 20（2008）年度] 
 
4 月上旬～5月中旬 19 年度の調査結果を、研

究代表者と5名の研究協力者が共有する 
5 月下旬～9月中旬 参加者全員（研究代表者

1名、オンライン研修体験者 3名、海外
実習担当者２名）が、「（メンターとし
ての）具体的なコミュニケーションのあ
り方」のモデルを再度共有し、ML 上で各
自の実践報告を行う 

9 月下旬 台湾高雄市にある文藻外語学院で
研究代表者が行う日本語教育実習に、オ

ンライン研修体験者2名と海外実習担当
者 2 名が参加する。海外実習担当者は、
（1）研究代表者の実習生に対する指
導・アドバイスを参与観察し、（2）自
らの指導・アドバイスの方法との比較対
照により、その改善方法を考察し、（3）
実習生に対する指導・アドバイスを支援
者として行い、（4）その成果について
内省する。オンライン研修体験者の 2名
は、海外実習担当者の変容を観察し、自
らの指導・アドバイスの具体的改善方法
を考察する(1 名のオンライン研修体験
者は不参加) 

10月上旬～12月下旬 3年間の学びについて、
オンライン研修体験者3名及び海外実習
担当者 2名が、レポートにまとめる。 
[海外実習担当者のデータ] 
・ 2 度のインタビューで自分が語
った内容 

・ これまでに自分が配信したメー
ル 

・ 2007年 2月に提出した中間まと
めレポート 

・ 高雄教育実習レポート 
[オンライン研修体験者のデータ] 
・ 「オンライン教師教育研修」の
科研成果報告書に執筆した内容 

・ これまでに自分が配信したメー
ル 

・ 2007年 2月に提出した中間まと
めレポート 

・ 高雄教育実習レポート 
1 月上旬～2月下旬 研究成果報告書の作成 
3 月上旬 研究成果報告書の刊行 
 
４．研究成果 
（1）3年間の調査研究は、デザイン・運営の
面で様々な修正を何度も繰り返しながら進
められたが、最終的に、19年度の末に実施さ
れた「コミュニケーション･スキルを学ぶた
めのワークショップ」、そして 20 年度に実施
されたオンライン支援とオフライン支援（台
湾での教育実習）が、教師教育者研修に大き
く貢献する可能性がある、という知見が得ら
れる結果となった。このことは、オンライン
による教師教育者研修のあるべき姿の探求
での、大きなワン･ステップであると考えら
れる。 
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